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熱田というところ

名古屋の街の歴史は熱田に始まるともいえ
ます。熱田には古くから熱田社を中心にした
家並みがありました。そして神社に立ち寄る
人たちがあって街道が通るようになりました。
一方熱田の海岸には海産物の市がたち、賑わ
いを見せました。そこに江戸時代になると東
海道が通ることになり、桑名への七里の渡し
の拠点になって大きな宿場に発展しました。
熱田の「社」は三種の神器の一つの草薙の剣

を奉り、「市」は御三家の筆頭の６２万石の台所
を担い、「宿」は東海道一の旅籠数を誇りまし
た。いわば第１級の門前町に始まり、湊町が

加わり、宿場町にもなって、当時としては大
きな街並みが出来ることになったのです。
ところが、今、熱田の街はどこへ行ってし

まったのでしょうか。過去の繁栄の後は史跡
になり、街はごく普通の街になってしまった
ように見えます。何が、明治から百年余の歴
史の中にあったのでしょうか。熱田の街角に
その過程を追い、面影を探してみたいと思い
ます。

熱田の街の歴史

（１）昔の熱田の街

江戸時代の熱田の街は熱田社の南口から南
に真直ぐ、七里の渡しの乗り場に向かう参道
が軸になっていました。街並みはその東西に
展開し、主に東側には宿場町、西側には湊町
が広がっていました。（図１）
神社の街でしたが寺も１００ヶ寺近くあり、

宿場は天保の頃の調査では旅籠が２５０軒近く
あって東海道でも２位の桑名の１２０軒を抑え
て断トツの１位でした。また魚市場は堀川の
河口に位置し、城下の北西、枇杷島の青果市
場と並び活気に溢れていたといいます。

（２）維新後の変遷

こうして発展してきた熱田の街には、明治
維新後いくつかの大きな変化がありました。
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図１ 江戸時代の熱田の街（「熱田と名古屋」名古屋市博物館より）
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まず、明治の初めに宿駅制度が廃止され、
七里の渡しも別の陸路に変わりました。しか
し、この段階ではまだ旅客も貨物も熱田宿を
経由することに変わりはありませんでした。
交通面で大きな変化があったのは明治１９年

の東海道線の熱田駅の設置でしょうか。名古
屋駅より２ヶ月早く、始めは東海道と交差す
る伝馬町の東で開業しましたが、２９年に
約１㌔北の現在位置になりました。（図２）
明治２０年代は熱田神宮の中が大きく変わろ

うとしていました。宮司になった角田忠行の
熱田と伊勢両神宮は同格に見るべきだとの建
白をめぐって、ここ熱田の中が揺れました。
いろいろありましたが、とにかく国費で本殿
が整備されることになりました。
ところが熱田の中が揺れている間に隣の名

古屋は着々と都市の整備を進めていました。
その中で熱田港を改築して名古屋の港を作ろ
うという運動が進み、３０年頃には着手の運び
になりました。並行して名古屋と熱田を結ぶ
道路・軌道が企画されました。最初は本町通
が考えられましたが、地元の反対で中止にな
り、新たに南大津通を伸ばして熱田に結ぶ熱
田街道（今の大津町線）が造られることになっ
たのです。県会での議論を経て、４０年、市、
町と電車会社の寄附で１３間（約２５㍍）の道路と
して整備されました。
そして同じ年、名古屋市は熱田町を合併し、

同時に熱田港は名古屋港という名前で開港し
ました。熱田は港も含めて名古屋市の一部に

なったのです。市電が栄町から熱田駅前、伝
馬町へと伸び、名古屋と熱田は強く結ばれる
ことになりました。

（３）鉄道、道路に翻弄されて

その後、明治の終わりから大正にかけて南
の常滑や有松方面からの郊外電車が乗り入れ
てきました。しかし市内電車の独占契約があ
って市内に入れず、長い間、神宮前が終端駅
になりました。このため熱田は東側の神宮前
付近が大きな交通の拠点に育つことになりま
した。
戦後、大きな戦災を受けた熱田は都市計画

を受け、東西に国道１号線が、南北に美濃路
を拡幅延長した道路が造られました。共に幅
５０㍍で旧市街の中央を斜めに横断することに
なりました。かつての宮への参道や旧東海道
もそれらの広い道路によってバラバラになっ
てしまったのです。熱田の街にはもう、一体
感はなくなってしまいました。

変遷の跡を探して

変遷の跡を追って熱田の街を歩いてみまし
ょう。（図３）地下鉄の伝馬町の駅から北西に
５分位で神宮の正門（南門）に出ます。神宮の
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図３ 明治２０年代の熱田と現在（破線）、…はルート



中も大きな変化がありました
が、ここでは街の変化に焦点
を当ててみます。
正門の正面の道が昔の街の軸線になった参

道です。七里の渡し場まで真直ぐ続いていま
したが、今では広い国道に２箇所で分断され
て通行できなくなりました。南に進み、国道
を右側のロの字の横断歩道橋に迂回して反対
側に渡ります。そのすぐ先が旧東海道の曲が
り角、美濃路、佐屋路の分岐点になる宿場の
中心でした。東南角とその斜め向いに道標が
残されています。
角から南に進むとまた国道に中断されて歩

道橋を渡ることになります。曲がり角から渡
し場までは神戸町と呼ばれ、街道の繁華街で
した。少し先の右側には藩の役所が並び、そ
の先には西御殿がありました。昔は通の東側
は海で、海の中に藩の東御殿がありました。
旧道を突き当たると公園になっています。そ
の右奥に七里の渡しの跡があります。常夜灯
が復旧され、側に時の鐘も移設されました。
堀川の水辺と合わせると少し渡しの雰囲気に

なります。後ろの道路沿いに２軒、当時のイ
メージを残す建物があります。丹羽家と熱田
荘です。尾張名所図会に当時のこの辺りの料
理屋の賑やかさを伝える絵があります。
道を西に進むと左に大瀬子橋があり、それ

を通り過ぎて少し行った所に１軒だけ昔の魚
問屋の建物が残っています。魚の市の姿を伝
えるものはもうこれだけでしょうか？

＊
大瀬子橋のところに戻り左

に街の中に入ります。昔は冷
凍用の土蔵が目に付いたとい
い、須賀町は賑やかな商店街
だったといいますが、イメー
ジが湧きません。真っ直ぐ行
くと右側に平景清をまつる神

社があります。謡曲「景清」ではこの熱田で１
子を儲けたとあるようですが今は眼病にご利
益があるといいます。
道は国道に出ますので再びロの字の歩道橋

を渡り東に、先ほどの東海道の曲がり角に出
て、今度は東に進みます。こちらは伝馬町と
いい宿場の中心ですがその後を伝えるものは
ありません。少し行くと道路で塞がれます。
熱田街道として整備された道が港に延長され
たもので、左の国道に迂回します。反対側に
出て東に進み、少し行くと右に裁断橋と姥堂
があります。裁断橋の擬宝珠に刻まれた、子
を思う母の心情を綴った文は日本女性三名文
の一つといわれます。裁断橋は新堀川の前身
の精進川に架けられた橋ですが流路が変わっ
て今は形だけです。その東辺りは宿場の飯盛
女の間で歌われた都都逸の発祥の地とされ、
その記念碑も建っています。
少し先に、始めにできた熱田駅の跡を訪ね

▲５０メートル幅の国道交差点
（向うに神宮の森が見える）

旧東海道の曲がり角から神宮正門を
みる（国道で横断できなくなった）
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てみましょう。名鉄線、新堀川を越えて行く
と高架の国道の側道で東海道線と交差します。
この南側１００㍍位の所に始めの駅が造られま
した。１０年で小さくなって北１㌔程の現在地
に移されたのです。線路脇には地蔵堂が建っ
ています。

＊
先ほどの国道１号の伝馬町交差点に戻り、

北に少し行くと左に円通寺があります。熱田
神宮の神宮寺であり、尾張氏の菩提寺として
作られた寺ですが今は秋葉山として有名です。
その先は名鉄の神宮前駅です。今、強いて

熱田の核を探すとすればここでしょうか。た
だ正面には神宮域が広がり駅前に発展の余地
はありません。そこから北にＪＲ熱田駅まで
の道路の東側にわずかに商店街があり、戦後
は賑やかだったといいますが、隣の金山駅の
勢いに飲まれてしまったようです。熱田駅か
らは正面に港と結ぶための道路が作られまし
たが、いつの間にか側道になってしまいまし

た。その道を神域に沿って少し上ると地下鉄
の神宮西駅です。

街の計画の大切さ

熱田の街の曲がり角は明治２０年代ではなか
ったでしょうか。
２９年に国鉄の駅が北の、神宮東北角に移り
ました。湊との接続が悪くなるからと新堀川
の支川になる運河も掘られました。街の向き
が神宮の南から東に変わり、その後作られた
道路も市内電車も郊外電車も、その熱田駅を
目指すことになりました。街は東海道から熱
田駅にシフトを始めたのです。さらに駅の東
側には大きな軍事産業が立地することになり、
駅は軍事の中に取り込まれていくことになり
ました。
昭和２０年に作られた市の戦災復興計画の基

本の中に驚くべきことが書かれています。戦
後の街の方向を記した３０項目の指針の中に
「１．省線熱田駅の旅客は金山に貨物は笠寺
に移転し、…」とあり、その代わり高架化を
要望しているのです。熱田の街の拠点熱田駅
は、高架化の見返りに消えてしまう可能性す
らありました。
熱田という歴史ある街、これを１つのまと

まりある街として計画し、残していこうとす
る発想は、残念ながら明治以降忘れられたま
まだった…といえるのではないでしょうか。
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